
51

水稲の概数成立に関する一視点

－主と　して気温との関係－

菅　原　　例・′」＼野寺　昭男・舟山　謙三郎

（東北畏試）

1．　ま　え　が　き

水稲生育の過程において，気象の面から生育に対す

る視点をどこにおくべきかを明らかにしようとして，

生育の気象感応性について検討した。そのうち籾数が

成立するまでの生育について，その結果を報告する。

2．検討に用いた資料

この解析に昭和50～44年の作況試験成績を用い

たが，この試験の概要は次のとおりである。

品　　種　　陸羽152号

苗代様式　　保温折衷苗代

播　　種　　4月20日

移　　植　　8月1日

栽植密度　1珠5本植　22．7抹／〝㌔

施肥畳

成分ノ108 r

t

N（基）　　4．40Kg

N（追）　1．75Rg

P205　　　5．90KP

0Ⅹ 5．40Ⅹク

堆肥　1125Kダ

5．　結　　　　　果

1．棟数の成立について

（1）最高茎数の成立について

穂数は単位両横当り級数の成立上長も重要な形質で

あるが，分けつがその根幹となる。穂数の多少は巨視

的には最高茎数の多少で決定されている（r＝0．71d）

が，この関係は必ずしも充分ではない。これは有効茎

歩合が関係してくるためである。したがって，分けつ

発生の多少がどのような要因に基づくのか，また有効

茎歩合は分けつ発生のしかたとどのような関係にある

かが毯数成立に対する視点となる。

移値後20日までを分けつ前期とし，移植後21日

以降を分けつ後期として，分けつの発生タイプをみる

と，ほは4つの壁丹こ区分されるようであり，その型に

よって最高茎数のレベ′レが決定ずけられている。その

型は次のとおりである。

Ⅰ型　前期に発生多く，後期に少ない。

（平均最高茎数三三Sd8本）

Ⅱ型　前期はⅠ型より少ないが，やや多く後期もⅢ

型より少ないが，やや多く前期，後期ともほ

ぼ同率に発生する。

（平均最高茎数＝448本）

Ⅲ型　前期，とくに移植後発生がみられないか，逆

に死滅して少なく，後期に多発する。

（平均最高茎数＝＝590本）

Ⅳ型　Ⅱ型に類似するが，発生が少ない。

（平均最高茎数三＝558本）

このような分けつ発生の型が，どのような要因によ

ってもたらされたかを検討したのが第1図である。分

けつ前期のうち移植から移植後20日までに発生する
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第1図　移植後の分けつ発生と最高気温との関係
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分けつは，移植後10日間の最高気温と明らかな関係

を示す（第1図－A）。これは活着の程度を示す指標

にもなると思われるが，移偲後10日間の最高気温が

21℃以下では分けつの発生は少なく，20℃以下で

は苗代分けつが天折して移植時の茎数より減少する。

分けつの発生は21℃以上から急激に多くなり25～

24℃で発生数は横ばい傾向をたどる。分けつ発生数

が最も多くなるⅡ型はおおむね21～25℃の範囲に

あり，後期に発生の少ないⅠ型は24℃以上の高温に

偏り，後期分けつ型のⅢ型は20℃以下である。

移植後21日～最高分けつ期の分けつ発生は第1図

一Bに示すように，この期間の気温の高低にあまり関

係せず，移植後10日間に遭遇する最高気温の程度に

よりほぼ一定の発生数となっている。したがって，移

植後の分けつ発生は，移植後10日間の気象によって

大きく規制され，その性質が決定ずけられるものと考

えられる。

分けつ期間を10日ごとに区分し．各分けつ型ごと

に気象経過の特徴を比載してみると，Ⅲ型では最高気

温が移植後10日間と，移植後50日以降に低温とな

っており，また日照は全期間にわたって少ないことが

あげられる。Ⅰ型とⅡ型の間には移植後1～20日の

間に大きな相異点があり，他の期間では大差はみられ

ない。すなわち，移植後10日までの最高気温がそれ

ほど高温とならず，日照も少な目で，移植後11～20

日に高温，多照となるような条件が最高茎数を多くす

る気象の推移型であり，Ⅰ型はこれと全く連な推移で

ある。この相異が分けつの発生型を規定していると判

断され，このことからも本田初期の気象が重要な意味

をもつことがうかがわれた。Ⅳ型についてはケースが

1年のみで，その気象的背景については断定を下しが

たいが，分けつ期間の気温の変動が小さく，低温気味

に推移するような場合にみられるようである。

（2）有効茎歩合の成立について

有効茎歩合は第2図に示すごとく，巨視的には後期

分けつの発生数と関係している。すなわち，後期の分

けつ発生数が多くなるにしたがい有効茎歩合はしだい
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移植後21日～最高分けつ期までの剛を当り発更級

弟2回　分けつ後期の発生茎数と有効茎
歩合との関係

に低下する。これはまた，第2回に明らかなごとく，

発生型によって一定の範囲を示すことをも意味する。

したがって分けつの発生型ごとにさらに検討すること

により，有効茎歩合を決定する条件は一層明らかにな

る。たとえは，Ⅱ型の有効茎歩合は75～81％の範

囲に大部分が含まれるが，この型でより高歩合となる

条件は，最高分けつ期後10日間の最高気温が，より

高温となる場合である。しかし，他の分けつ型ではこ

の関係は認められず，詳細には分けつ発生型によって

有効茎歩合を決定する特有の条件をそれぞれもつもの

とみられる。

2．1穂全籾数の成立について

1穂仝枚数は単位面療当り籾数の成立上，もう一つ

の重要形質である。第5図から1穂仝枚数は，移偲後
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移植後21－30日の草丈伸長量（伽）

第5図　移植後21日～58日の草丈伸長と1億仝級数
との関係

21～50日の草丈伸長の程度と相関の高いことが認

められる。1商会籾数がきわめて多くなる条件は，移

植後5日間の最高気温が19℃以下の低温で，かつこ

の草丈伸長に関与する主要期間とみられる移植後18

～25日間の最高気温が24℃以上の場合である。反

対に少ない年次は移値後5日間が前者同様に19℃以

下であるが，この草丈伸長時が22℃以下の低温の場

合である。移植後5日間が21℃以上であれは着生数

に大きな変化はないが草丈伸長時に24℃以上でやや

多目に，24℃以下ではやや少なく着生するようであ

る。

上述の草丈伸長は，この時期の稲の絶対的大きさを

示すものではなく，この時細の生育が旺盛であるか，

低調であるかを意味するものであろうと、思われる。

1穂仝籾数の多い年次は一般に肥ざれ現象は観察され

ないか，またはごく微弱であるが，移植以降のこうし

た気温環境の時期的差異が，幼穂が形成される前段で

肥効の発現や，養分吸収に相異をもたらし，これが次

の段階の1穂全籾数の形成に影響を及ぼしているもの

と考えられ，籾数レベ′レは一次的にはこの時期の生育



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　　　55

の状況が関与する性質のものとみることができる。

第5図において，回帰線からかなり離れて多いもの，

また少ないものがあるが，これは幼穂形成期（幼徳長

が1mmに達した日）前10日間の最低気温が関与して

いるものと思われる。この最低気温が17℃以下では

着生を少なくし，21℃以上では有利であることが認

められ，二次的にはこの時期が重要視されるようであ

る。

4．　あ　と　が　き

稲作期間の気象の推移は年々異なり，年次的に同一

である場合はきわめて少ない。これがいうまでもなく，

収量に変動をもたらす原因であり，栽培上の問題点で

もある。これを克服するためには，まず水稲生育の気

象に反応する性質を的確にとらえることに始まるもの

と考えられる。

水稲生育と気象との関係については，すでに数多く

の知見が得られているが，しかし多くの場合，その知

見が相互に関達しにくい場合が多く，気象の何が水稲

生育を規定ずけているかを統一的にみることに欠ける

ものがあったのではないかと思われる。

ここでは水稲の，気象によってもたらされる生育の

性質を明らかにし，その性質を規定ずける気象上の要

因を摘出することによって，生育に対する気象の関与

のしかたをとらえようとしたものである。棟数の根幹

である分けつ，特に移植後の分けつは，分けつ期間の

気象のうち移植後18日間の気象によって，発生数，

発生時期が規制され，最高茎数のレベ′レが決定ずけら

れる性質のものであることが知られ，また有効茎歩合

も，この分けつ発生の性質と喪く関連するものである

ことが兄いだされた。

1穂全枚数は，一般に穂数との相反性が考えられて

いるが，とするたらは単位面積当り籾数はつねに一定

値をとり変動がないということになるが，この作況試

験結果によれは，梧数，1穂仝籾．数とも多い事例が

あり，反対に少ないケースもある。このことからみて，

1積金籾数は分けつ性とは別個に成り立つことも考え

られ，この解析からはすでに幼穂が形成される前段の

生育を注目すべき結果が得られた。以上のことからみ

て，棟数，1億仝枚数の成立は，生育過程で気象が生

育に対し，支配的に作用する時期があり，これが生育

の性質を決定ずけるものであろうと思われる。

しかし，これはある条件の下における水稲生育の性

質の一例であり，すべての水稲生育に適用されるもの

ではない。たとえば1穂仝籾数で，幼穂が形成された

後を重視すべき水稲生育が存在するかもしれない。こ

の解析は，施肥レベ′レが低く，比薮的おそい作牢とい

う条件の下における生育の性質について巨視的にとら

えたものであるが，この種条件下における生育はほぼ

類似の生育を示すところから，この結果を適用して誤

りはない。だが近年のように耐肥性の強い品種の導

入，多肥化作革の早期化されている水稲生育は，生態

がかなり異なってきているものと思われ，この結果を

即応させるには多少の危険が感じられる。この点の解

明にはデータが若干不足している現状にあるが，これ

を手がかりとして，さらに追求することによって，よ

り広汎な生育の性質が得られ，生育に対する視点がよ

り明らかになるものと考えられる。

水稲品種の養分吸収と乾物生産の地帯性

鈴　木　光　喜・三　浦　昌　司・野　口　　巌

（秋田県鳥試）

1．　ま　え　が　き

秋田県稲作地帯区分では気象条件，地形，土壌軌

水質を基準として，県内を北鹿，山本，秋田，由利，

仙北東部，仙北西部，堆平の7地帯に区分しているが，

聾者らはこれら各地帯における水稲の養分吸収と生育

様相の特徴を明らかにして，期待する生育型への接近

技術を確立するため，1989年よりリズム稲作確立に


